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福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

福井県教育総合研究所
公式キャラクター
ふっけんちゃん福井県教育総合研究所では、令和４年度から滋賀

大学 データサイエンス学部 伊達平和 准教授を特別

研究員に招聘し、令和６年度までの３年間にわたり、

講義および協力校での公開授業を含む３回の学習

会を実施してきました

令和７年度は、従来の３回の学習会に加え、４地区

（坂井・奥越・丹南・嶺南）において、地区別学習会を

開催し、より広範な地域での実践的な取り組みを進

めました

これらの活動を通じて得られた知見や事例を広く共

有し、今後の教育現場におけるデータサイエンス活用

の一助とするため、本成果物を発刊いたします

令和７年度 学習会

第１回 講義・演習

（問いの立て方・アン
ケート調査の作成）

講師
滋賀大学
伊達平和氏

第２回 公開授業（総合的な学
習の時間）および研究会
会場：高志中学校

講師
滋賀大学
伊達平和氏

第３回 講義・演習
（教育データの活用）

講師

国立教育政策研究所
白水始氏

地区別学習会

坂井 １１月２１日（金） 金津高校

奥越 ２月２４日（火） 勝山高校

丹南 １月３０日（金） 武生高校

嶺南 ２月４日（水） 美方高校

➢はじめに

ＤＳ × 総合・探究
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➢ はじめに

そもそも「データサイエンス」って

我々の生活のあらゆる場面でデータが入力され保
存され、データが社会に溢れるように遍在する時代と
なった。このような時代において、典型的なビック
データと限らず、あらゆる種類のデータを処理・分析
して、そこから有用な情報（価値）を引き出すための
学問分野がデータサイエンスである。

※ 竹村彰通・姫野哲人・高田聖治編『データサイエンス入門 第2版』学術図書出版社（5頁）

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
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データサイエンスの流れ

➢ はじめに

データを利用した問題解決の手法として知られる

「PPDACサイクル」とは？

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

出典：総務省統計局ホームページ （https://www.stat.go.jp/dstart/point/seminar1/01.html）
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➢ はじめに

「PPDACサイクル」の5つのフェーズのポイント

本研究所のデータサイエ
ンス事業においては、
この流れの中の入り口の
部分に重点を置いており、
「問いのたて方」や「仮説
の設定」について学ぶこと
により、児童・生徒の探究
活動の支援となればと
考えております

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

出典：総務省統計局ホームページ （https://www.stat.go.jp/dstart/point/seminar1/01.html）
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➢ はじめに

教育総合研究所 特別研究員

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

• 氏名・所属：伊達 平和（だて へいわ）

• 所属：滋賀大学 データサイエンス学部 准教授

• 経歴

– 2020年4月 - 現在 滋賀大学, データサイエンス学部, 准教授

– 2017年4月 - ２０２０年３月 滋賀大学, データサイエンス学部, 講師

– 2016年4月 - 2017年3月 滋賀大学, データサイエンス教育研究センター助教

– 2014年4月 - 2016年3月 日本学術振興会, 特別研究員（PD）

– 2010年4月 – 2014年3月 京都大学教育学研究科博士後期課程（指導認定退学）

• 著書・論文等

– 伊達平和, 2024, 「高学歴が家父長制意識に及ぼす影響についての比較社会学」『岩波講座社会学

第10巻 家族・親密圏』岩波書店.

– 伊達平和, 2022, 「医療ソーシャルワーカーの依存症への関わりの積極性に対する規定要因―自己責

任論に着目して―」『社会福祉学』63巻3号

– 伊達平和・高田聖治, 2020,『社会調査法』学術図書出版社.

• 最近の研究等

– アジアにおける家族の国際比較、浄土真宗大谷派住職の意識と行動、アルコール依存症の治療ギャップ…など
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➢ はじめに

➢ 講義資料
➢ 学校事例①（金津高校）

➢ 学校事例②（高志中学校）

➢ あとがき

guide menu

福井県教育総合研究所
公式キャラクター
ふっけんちゃん

伊達准教授が、福井県立高志中学校で
学習会を実施した際に作成した資料を掲
載します
問いをたてるにあたり、問題意識から仮説
設定に至るまでの４段階の流れが簡潔に
まとめられています
※スライド資料 1～15

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
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➢ 講義資料 ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集-09-



ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 講義資料
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ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 講義資料
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ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 講義資料
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➢ はじめに

➢ 講義資料

➢ 学校事例①（金津高校）
➢ 学校事例②（高志中学校）

➢ あとがき

guide menu

福井県教育総合研究所
公式キャラクター
ふっけんちゃん

金津高校で実施した地区別学習会で
金津高校 辻真司教諭が説明した資料
（スライド11枚分）と金津高校が実際
に授業で使用しているワークシート
（同２枚分）を掲載いたします

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
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➢ 学校事例①（金津高校）

1/11 2/11

3/11 4/11

金津高校で実施した地区別学習会で金津高校
辻真司教諭が説明した資料（スライド11枚分）です

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集-14-



5/11 6/11

7/11 8/11

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例①（金津高校）
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9/11 10/11

11/11

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例①（金津高校）
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金津高校が実際に授業で
使用したワークシートです

（A4、４枚）

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例①（金津高校）
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ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例①（金津高校）
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問題意識 調査テーマ リサーチクエスチョン 仮説

SNSに依存している人
が多い

SNSに依存している人
の特徴について

どのような人がSNSに依存
するのか？

①趣味がない人ほどSNSに依
存する。
②先延ばし癖がある人ほどSNS
に依存する
③自己肯定感が低い人ほど
SNSに依存する

あわら市の金津高校
生がとみつ金時につい
て何も知らない

とみつ金時の良さにつ
いて

どうやったらとみつ金時の
良さを金津高校生に伝え
ることができるのか？

①とみつ金時を加工したものの
試食会を行いプレゼンする
②SNSでとみつ金時について発
信する

スマホの使いすぎに
よって学力が低下して
しまっている人がいる

勉強中の良いスマホや
タブレットの使い方

成績が良い人のスマホや
タブレットの使い方は何
か？

成績が良い人はスマホを単な
る娯楽の道具ではなく専用アプ
リ、調べながら学習に有効に活
用している

看護師不足
感染症が看護師に与
える影響について

コロナが看護師にどのよ
うな影響を与えるか？

コロナは肉体的より精神的な面
で看護師の負担を大きくする

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例①（金津高校）

金津高校生の問題意識、課題テーマ、ＲＱ、仮説の例
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➢ はじめに

➢ 講義資料

➢ 学校事例①（金津高校）

➢ 学校事例②（高志中学校）
➢ あとがき

guide menu

福井県教育総合研究所
公式キャラクター
ふっけんちゃん

高志中学校では、「高志学」という中高6年間を
一貫した総合的な学習に取り組んでいます
中学２年生で実施した、９時間配当の問いづくり
の授業実践についてご紹介いたします

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
-20-



高志中授業計画（９時間配当）

時 日･限 内 容

１ 6/12(木)② 調査領域の決定（マインドマップから問いの３軸を決定する）スライド 2/24

２ 6/13(金)⑥ ３軸で選んだ３キーワードの現状や課題を調査する スライド 3/24,4/24

３ 6/17(火)⑥

6/17(火)⑦

「問題意識」から「調査テーマ」の仮決め

スライド 5/24 から 15/24 を用いて説明 → 作成４

５ 6/24(火)⑥ ロジックツリーを用い「ＲＱ」「仮説」の作成⇒スプレッドシートに入力 スライド 17/24 から 23/24

６ 6/26(木)②
班で検討 自分の「問題意識」と「調査テーマ」を発表し、

現在の「ＲＱ」と「仮説」をバージョンアップする

７

7/ 1 (火)⑤

(45分授業)

7/ 1 (火)⑥

(45分授業)

(1) スライド 7/24 を用いて、ここまでの振り返り（５分）

(2) 「問題意識」・調査テーマ」の望ましい形を説明（１５分）スライド 8/24,9/24,12/24,13/24

伊達先生にも解説していただく 伊達先生スライド資料 3,4,5,6

(3) 伊達先生スライド資料 13「問いをずらす」 をワークシート化(ワークシート 2/3)し、現在の調査

テーマの位置を考えさせる.班で（各５分×５人）検討し、３つの輪のセンター(ワークシート 2/3,

3/3)に近づけていく

８

(1) 伊達先生スライド資料 3,14を用いて、ここまでの振り返り（５分）

(2) 「ＲＱ」と「仮説」の望ましい形を説明（１０分）

伊達先生にも解説していただく 伊達先生スライド資料 10,11,12,13,14

(3) 班でロジックツリー再検討（一人５分×５人）

(4) 伊達先生からメッセージ

９ 7/15(金)⑥ 「問題意識」「調査テーマ」「RQ」「仮説」の再検討、夏休みに調査開始

➢ 学校事例②（高志中）

高志学「調査テーマから仮説を設定する～問い作りを通して～」

実施計画（９時間配当）
※７，８時間目を授業公開

令和７年度 高志中学校２年生

7,8時間目の授業公
開では、伊達先生に
解説等のお手伝いを
していただきました

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集-21-



1/24 2/24

3/24 4/24

7,8高志中が9時間配当の授業の中
で使用したスライド24枚分です
前スライド（実施計画）のスライド番号
と照らしながらご覧ください

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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8/24

5/24 6/24

7/24

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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12/24

9/24 10/24

11/24

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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16/24

13/24 14/24

15/24

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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20/24

17/24 18/24

19/24

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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24/24

21/24 22/24

23/24

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）
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1/3 2/3

3/3

7,8時間目の授業公開で
使用したワークシートです

各班で検討しながら、３つ
の輪のセンターに近づけ
ていきます

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集

➢ 学校事例②（高志中）

-28-



➢ はじめに

➢ 講義資料

➢ 学校事例①（金津高校）

➢ 学校事例②（高志中学校）

➢ あとがき

guide menu

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
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次期指導要領改訂に向けて、大事な資質能力である学びに向かう力、人間性等

についての整理がなされています。これまでの整理の中で、変化の激しい不確実

な時代の中で、学びを通じて自分の人生を舵取りし、社会の中で多様な他者とと

もに生きる力を育むことが大事であるとされました。自分の人生や社会の創り手

になるといった解のない問いに向き合う姿勢が重要であるといわれています。

児童生徒が主体となって学ぶことはもはや必然です。教室には、子供たちの問い

が行き交い、学びを動かしていく授業が求められています。

これまで問いを受け取る側であった子供たちが、自ら問いを立て、考えを深めて

いくーその過程こそが、探究的な学びの出発点です。子供たちは、社会の創り手

として、絶えず自分の中の「問い」と本成果物が「問いを立てる」ことを通して、子

供たちの学びを支え、広げていくための思考の出発点となれば幸いです。

「問いを立てる」

➢ あとがき ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
-30-



➢ あとがき

本成果物作成にあたり、滋賀大学データサイエンス学部 伊達平和 准教授 には、専

門的な知見に基づき、多大なるご指導とご助言を賜りました。ここにあらためて深く

感謝申し上げます。

また、貴重な実践事例をご提供いただいた金津高校ならびに高志中学校の関係者

の皆様には、ご多用の中多大なるご協力を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。

データサイエンス事業も４年を経過しております。これまで本事業に関わってくださっ

たすべての皆様に感謝の意を表し、刊行にあたっての謝辞といたします。

謝 辞

福井県教育総合研究所
公式キャラクター
ふっけんちゃん

ＤＳ × 総合・探究

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
-31-



このほかに、坂井・奥越・丹南・嶺南の４地区で
地区別学習会を実施する予定です

令和８年度 データサイエンス事業の予定

〈参考〉

※ 嶺南地区は〇月〇日に、美方高校で

奥越地区は令和９年２月９日に、勝山高校で 実施します

令和８年度 学習会
第１回
５月２７日(水)
13:30～16:30

講義・演習
（問いの立て方・アンケート
調査の作成）

講師
滋賀大学
伊達平和 氏

第２回
６月３０日(火)
13:40～16:20

公開授業（総合的な学習
の時間）および研究会
会場：高志中学校

講師
滋賀大学
伊達平和 氏

第３回
７月２４日(金) 
13:30～16:30

講義・演習
（教育データの活用）

講師
国立教育政策研究所
白水 始 氏

福井県教育総合研究所 データサイエンス（ＤＳ）実践集
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